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記
念
事
業
の

基
本
的
な
考
え
方

市
民
の

ギ
ー
を
結
集

市
民
と
行
政
が
互
い
に
出
し
合
い
、
協
力
し
て
取
り
組
み
、
と

も
に
楽
し
み
、
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
な
記
念
事
業
。

新
た
な
議
灘
浦
の

d
抗
戦
避
の
た
め
の
出
発
点

「
調
和
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
」
「
明
日
を
築
く
豊
か
な
ま
ち
」
「
文
化

の
香
り
高
い
ま
ち
」
の
確
立
を
め
ざ
し
躍
進
す
る
魚
津
市
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
記
念
事
業
。

こ
の
基
本
的
考
え
方
を
よ
り
具
体
的
に
方
向
づ
け
る
た
め
、
次
の
三

つ
を

η

基
本
的
ね
ら
い
。
と
し
て
い
ま
す
。

o
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

0
市
民
生
活
の
充
実

0
地
域
文
化
の
高
揚
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「
己
注
長
長

三
三
日
，
E

川
崎
百
弓
当
ヨ

E
E
-、
川

島

A--
』

F
h

・・品、白

創
土
言
剛
，

S
」

句

、

検
討
中
・
・
・

市
制

ω周
年
記
念
事
業
の
全
て
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
。
市
民
の
手
に
よ
る
、
市
民
総
参
加
。

が
基
本
で
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
、
青
年

・
婦
人
を
中
心

と
し
た
市
民
の
代
表
日
名
を
含
む
幻
名
で
構

成
さ
れ
た
「
市
制

ω周
年
記
念
事
業
懇
話
会
」

が
中
心
に
な
っ
て
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

6
月
比
日
に
第
1
回
の
懇
話
会
が
開
催
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に

3
回
開
催
。
よ
う
や
く
実
施

イ
ベ
ン
ト
の
骨
子
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

広報うあ、づ

-
懇
話
会
メ
ン
バ
ー
推
薦
団
体

商
工
会
議
所
、
商
工
会
議
所
青
年

部
、
商
工
会
議
所
婦
人
部
、
農
協
青

年
部
、
農
協
婦
人
部
、
漁
協
青
年
部
、

魚
商
青
年
部
、
市
連
合
青
年
団
、
市
連

合
婦
人
会
、
(
社
)
新
川
青
年
会
議
所
、

市
青
年
団
体
協
議
会
、
市
児
童
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
市
文
化
協
会
、
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、(
財
)
市
体
育
協
会

(3) 

周囲@@@@e)⑧⑨

ー
ロ
!
ド
の
設
置

市

「

か

の

こ

ゆ

り

」
を
駅
前
広
場
を
中
心

に
、
市
民
や
観
光
客
に

P
R
す
る
。

ェ
ス
一
ア
ィ
バ
yレ

ω周
年
を
記
念

す
る
模
様

・
文
字

を
花
で
デ
ザ
イ
ン

す
る

(花
文
字
)。

水
仙
ま
つ
り
な
ど
。く

り
会
議

を
担
う
児
童
生
徒
が
将
来
の
魚
津
市
の

H

ま

ち
づ
く
り
勺
夢
。
を
話
し
合
う
。

市)@@Qぎ⑨@@

ー
ツ
大
会

昭
和
お
年
の
魚

津
高
校
の
霊
気
楼

旋
風
を
振
り
返
り
、

か
市
内
高
校
と
徳

島
商
業
高
校
の
対

ヂ

戦
H

を
行
う
o

H

板
東
英
二
氏
の

講
演
会
。
を
行
う
。

従
来
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
商
工

フ
ェ
ア
・農
業
祭
・

き
か
な
祭
り
を
同

時
期
に
開
催
す
る
。

富
山
県
植
樹
祭

(
桃
山
運
動
公
園
で
来
年
5
月

に
実
施
)
を
郷
土
芸
能
披
露
な
ど
市
民
参
加
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
意
義
づ
け
る
。
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ヘ

懇
話
会
は
、

6
月
刊
目
、
J

一6
月
却
目
、

7
月
ロ
日
に
一

/開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
」

ご
感
想
・
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

記
念
事
業
は
、
市
民
と
行
政
が
と
も
に
喜

び
を
分
か
ち
合
い
、
楽
し
み
、
そ
し
て
新
し

い
魚
津
市
の
か
ま
ち
づ
く
り
H

の
第
一
歩
と

な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

広
報
を
読
ま
れ
て
の
、
ご
感
想
や
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

。
ご
感
想
・
ご
意
見
の
送
り
先

干
叩
魚
津
市
釈
迦
堂

1
I
m
-
-

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室

2
2
1
2
2
0
0
内
線

2
0
6

※
ご
感
想

・
ご
意
見
は
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封

書
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

地)同@@⑨固@
日
月
i
日
月
を

文
化
月
間
と
し
て

設
定
し
、
市
民
文

化
祭

・
市
民
劇
場

な
ど
の
文
化
的
活

動
を
繰
り
広
げ
る
。

松
倉
城

・
金
山

城

・
升
方
城
跡
を

拠
点
と
し
て
「
の

ろ
し
祭
り
」
を
開

催
。
時
代
仮
装
、

一
日
城
主
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
展
開

す
る
。

聞
の
設
定

可
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
44‘4
1
4
4
4
1
4
4

一
ま
た
、

平
成
4
年
4
月
に
は
、
埋
没
林
館
を
一

一

全
面
改
築
し
た
「
メ
モ
リ
ア

ル
パ

l
ク
」
を
オ
一

一

l
プ
ン
、

4
月
4
日
に

「市
制

ω周
年
記
念
式
一

一
典
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

一

十
こ
の
ほ
か
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
各
種

↑

一
イ
ベ
ン
ト
は
、
よ
り
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
て
行
一

一
う
予
定
で
す
。

一

F'ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
P
ト
ト
ト
ト
}
ト
ト
ト
ト
P
ト
P
ト
P
ト
ト
ト
P
ト
-v
ト
P
ト
p
btp
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
L

募
集
し
て
い
ま
す

市
制
羽
周
年
記
会
事
業

-
マ
ス
コ
ヴ
ト

イ
メ
ー
ジ
・
キ
ヤ
ヴ
ヂ

ワ
レ
}
ズ

市
で
は
、
市
制

ω周
年
記
念
事
業
の
「
マ
ス
コ
ッ
ト
」

「
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

募
集
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
役
の
記
念
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
、

個
性
的
で
親
し
み
ゃ
す
い
マ
ス
コ

ッ
ト

・
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

O
応
募

・
問
い
合
わ
せ

干
仰
魚
津
市
釈
迦
堂

喧

E
l
I
n
u
-
-咽
E

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室

8
2
1
2
2
0
0
 

内
線

2
0
6

O
応
募
方
法

応
募
作
品
に
住
所

・

氏
名

・
性
別

・
年
齢

・

電
話
番
号
を
記
入
し
た

用
紙
を
添
付
し
応
募
く

だ
さ
い
。
(
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
応
募
は
ハ
ガ

キ
で
の
応
募
可
)

※

1
人
何
点
で
も
応
募
可

O
応
募
期
限

9
月

ω日
(
月
)
ま
で

O
そ
の
他

審
査
は
、
記
念
事
業

懇
話
会
で
行
い
、
採
用

作
品
の
応
募
者
に
は
-
記

念
品
を
進
呈
し
ま
す
。



第

1
回
き
ら
め
き
と
き
め
き
感
動
の
博
覧
会

ジ
ヤ
。
八
ン
エ
キ
ス
。
ホ
富
山
恒

平成 3年 8月一一一一一…一一一一一側一
前
売
り
入
場
券

(
第
一
期
〉発
売
中

第

1
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山

幻

(J
E
T
幻
)
の
入
場
券
が

7
月

刊
日
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
売
り
入
場
券
に
は
、
ハ
ワ
イ
旅

普通入場券 JETゴLールドカード
区 分

第 1期 第 2期 第 l期 第 2期

おとな(18歳以上) 2，000円 2，250円 4，000円 5，000円

せいと (高校生 ・中学生) 800円 900円 1，600円 2，000円

こども (3歳以上・小学生) 400円 450円 800円 1，000円

広報うあ、づ(5) 

区分は入場する日 (JE Tゴールドカードについては平成 4年 7月10日)

現杭のものを適用します。また、身体障害者手帳、療育手帳、戦i話病者手

帳をお持ちの方等は、当日売りの特別割引入場券(半額)がございます。

会
期

会
場

平
成

4
年

7
月
刊
日

i
g月
U
日
即
日
間

県
民
公
園
大
閤
山
ラ
ン
ド
(
小
杉
町
)

行
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る

H

お
楽

し
み
抽
選
応
募
券
。
が
付
い
て
い
ま

す
。ま

た
、
開
催
期
間
中
何
回
で
も
入

場
で
き
る
パ
ス
ポ
ー
ト
タ
イ
プ
の
、

大
変
お
得
な
「
ジ
ェ

ッ
ト
ゴ
ー
ル
ド

カ
l
ド
」
も
あ
り
ま
す
。

(
料
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。)

入
場
券
は
、
ご
家
庭
に
居
な
が
ら

も
購
入
で
き
ま
す
。

町
内
会
の
回
覧
申
込
書
に
ご
希
望

の
入
場
券
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

O
問
い
合
わ
せ

魚
津
市
役
所
商
工
観
光
課

E
n
|
2
2
0
0
内
線

3
1
1

「
県
民
プ
ラ
ザ
出
展

参
加
者
」
募
集

富
山
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
協
会
で

は
、

J
E
T
幻
開
催
全
期
間
の
出
展

は
無
理
だ
け
ど

1
週
間
程
度
な
ら
出

展
参
加
し
た
い
と
い
う
、
県
内
の
個

人

・
サ
ー
ク
ル

・
団
体
な
ど
、
み
な

さ
ん
の
参
加
の
場
と
し
て
「
県
民
プ

ラ
ザ
」
を
設
け
ま
し
た
。

O
応

募

資

格

県

内

の

個

人

・
サ

|

ク
ル

・
団
体
な
ど

O
応
募
期
限

8
月
訂
日
(
土
)

当
日
消
印
有
効

O
問
い
合
わ
せ

干

蜘

富
山
市
新
総
曲
輸

4
l
m

富
山
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
協
会

出
展
課

包

(
0
7
6
4
)
U
1
8
0
0
0

催
事
参
加
募
集

「
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
幻
」

で
は
、
開
催
期
間
中
、
会
場
の
い
た

る
所
で
多
彩
な
催
事
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

こ
の
催
し
に
幅
広
い
参
加
を
募

集
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
会
場
全

体
で
人
と
人
と
が
感
動
と
喜

び
を
分

か
ち
合
い

、
心
と
心
を
結
び
合
え
る

J
E
T
犯
な
ら
で
は
の
独
創
的
で
個

性
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
催
事
を
企
画
し

て
く
だ
さ
い
。

O
問
い
合
わ
せ

干
捌
富
山
市
新
総
曲
輸

4
l
m

富
山
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
協
会

催
事
部

告

(
0
7
6
4
)
H
U
l
a
-
8
0
0
0

「ふるさとを言吾る」フォーラム雪
21世紀の街づくりをめざ‘してマテ

魚
津
市
出
身
者
で
、
県
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
を
お
招
き
し
て
、

H

ふ
る
さ
と
魚
津
の
思
い
H

H

魚
津
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
方
策
H

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
く
、
「
ふ
る
さ
と
を
語
る
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

o
日
時

8
月
7
日
(
水
)

午
後

6
時
加
分

i

O
場
所

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
l
ト
魚
津

。
パ
ネ
ラ

l

浦

山

隆

氏

斎
藤
好
子
氏

中
村
圭
介
氏

芳
尾
孝
治
氏

立
命
館
大
学
教
授

帝
京
短
期
大
学
教
授

(
株
)
ダ
イ
ウ
ン
社
長

(
株
)
内
外
タ
イ
ム
ス

常
務
取
締
役
総
務
局
長

。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l

林

照

夫

氏

新

川
ヴ
ィ
!
ラ
施
設
長

※
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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③
 

下
水
道
が
整
備
さ
れ
汚
水
を
流
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
各
家
庭
で
は
、
く
み

取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
と
と
も
に
排
水
設
備
を
設
置
し
、
公
共
下

水
道
に
接
続
す
る
工
事
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
工

事
に
は
、

一
時
に
ま
と
ま
っ
た
資
金
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
区
域
内
の
皆
さ
ん
に
、
一
日
で
も
早
く
く
み
取
り
便
所
の
改
造
や

排
水
設
備
工
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、
市
の
利
子
補
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

資金の融資制度」 き
ま
す
。

水
洗
化
資
金
の
融
資
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

窓
辺
|
2
2
0
0

融
資
あ
っ
せ
ん
の

条

件

-
融
資
限
度
額

・

融

資

期

間

・

利

率

市
内下
線水
3 道
8 課
1へ

一O
O
万
円

三
年
以
内
(
毎
月
償
還
)

金
融
機
関
と
市
が
協
定
し
た

利
率
に
な
り
ま
す

融
資
あ
つ
ぜ
ん
の

対
象
工
事

O
現
在
使
用
し
て
い
る
く
み
取
り
便
所
(し

尿
浄
化
槽
含
む
)
を
水
洗
便
所
に
改
造

す
る
工
事
。(
水
洗
化
工
事
〕

O
水
洗
化
工
事
と
同
時
に
行
う
台
所
な
ど

の
雑
排
水
工
事
。

※
原
則
と
し
て
処
理
開
始
の
日
か
ら
三
年

以
内
に
工
事
す
る
も
の
。

融
資
あ
っ
せ
ん
の

対
象
者

O
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
区
域
の
建
物
の
所
有
者
ま
た
は
占

有
者
で
、
市
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
方
。

(た
だ
し
、
法
人
等
は
除
く
)

O
自
己
資
金
だ
け
で
は
改
造
資
金
を

一
度

に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
で
、

資

金
の
返
済
能
力
が
あ
る
方
。

第
包
囲
じ
ゃ
ん
と
こ
じ

う
お
づ
ま
つ
り

8
月
7
日
i
9日

第

n回
魚
津
ま
つ
り
が

8
月
7
日
か
ら
3
日
間
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
組
ま
れ
華
や
か
に
聞
か
れ
ま
す
。

勇
壮
華
麗
な

H

た
て
も
ん
。
六
百
年
の
伝
統
を
も
っ
。
せ
り
込
み
蝶
六

踊
り
。

日
本
海
側
最
大
規
模
の

H

花
火
大
会
。
な
ど
音
と
光
の
祭
典
が
盛

大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
大
い
に
盛
り
上
げ
、
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

5
8月
7
日
(
水

)tut
-
-星
島

午
後

3
時

i

開
会
式

(サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
)〔
雨
天
中
止
〕

午
後

3
時
叩
分

i

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
パ
レ
ー
ド

(サ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
J

R
魚
津
駅

i
市
役
所
)(
雨
天
中
止
〕

午
後

3
時
初
分

i

中
学
生
女
子
せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
街
流
し

(
サ
ン
ブ
ラ
ザ

ー
J

R
魚
津
駅
1
市
役
所
)〔
雨
天
中
止
〕

午
後

7
時
羽
分

i

経
団
七
夕
ま
つ
り

花
火
・灯
ろ
う
流
し
な
ど

(経
団
浜
)

〔雨
天

一
部
中
止
〕

午
後

8
時
羽
分

i

た
て
も
ん
祭
り

(
諏
訪
神
社
)
〔
雨
天
中
止
〕

間
関

8
月
8
日
(
木
)l111
自
息
塾

午
後
1
時

i

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

小
学
生

・
中
学
生

・
高
校
生

(
サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
)
〔
悶
天
中
止
〕

午
後

3
時

i

ミ
ス
う
お
づ
ス
リ

l
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト

(サ
ン
プ
ラ
ザ
駐

車
場
)〔
雨
天
時
サ
ン

プ
ラ
ザ
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
〕

午
後

6
時

i

ち
び
っ
子
相
撲
大
会
・
魚
津
市
社
会
人
相
撲
大
会
(魚
津
神
社
)

午
後

7
時
叩
分

i

花
火
大
会

(魚
津
北
港
、
埋
没
林
側
)
〔
雨
天
時
叩
日
以
降

順
延
〕

午
後

8
時
羽
分

i

た
て
も
ん
祭
り

(
諏
訪
神
社
)〔

7
・
8
日
雨
天
時
9
日
〕



融
資
を
希
望
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

融
資
あ
っ
せ
ん
申
込
書
に
金
融
機
関
の
確

認
印
を
も
ら
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
込

書
は
、
取
扱
金
融
機
関
、
指
定
工
事
居
、

市
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。

①
金
融
機
関
の
確
認
印
を
も
ら
う
場
合
の

必
要
書
類
等

・
納
税
証
明
書

・
所
得
証
明
書
又
は
源
泉
徴
収
票

-
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、
住
民
票

の
い
ず
れ
か

・
預
金
取
引
き
使
用
印
鑑

-
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
用
意
い
た
だ
く

書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
金

融
機
関
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
取
扱
金
融
機
関

j
ji
ii
j
i
d

市
内
の
北
陸
銀
行
、
富
山
銀
行
、

ご

利

用

《

だ

さ

い

…

富
山
第
一
銀
行
、
石
川
銀
行
、

「

下

水

道

相

談

一

新

川

水

橋

信

用

金

庫

、

富

山

県

コ
ド

ナ
|
」

一

信
用
組
合
、
富
山
県
労
働
金
庫
、

一

魚
津
市
農
業
協
同
組
合
、
道
下

下
水
道
課
で
は
水
洗
便
所
の
一

信
用
農
業
協
同
組
合
、
経
団
信

改
造
等
の
ご
相
談
に
応
じ
る
た
一

用
農
業
協
同
組
合
、
魚
津
漁
業

め
「
下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
一

協
同
組
合
、
経
団
漁
業
協
同
組

を
設
け
て
い
ま
す
。

一

合
の
各
本
支
唐
。

ま
た
、
受
益
者
申
告
相
談
の
一

②
市
へ
の
申
込
み

た
め
に
提
出
期
限
の
今
月
刊
日
一
工
事
着
工
前
に
、
金
融
機
関
の

ま
で
は
土

・
日
曜
日
(
午
後
5

一
確
認
印
を
も
ら
っ
た
融
資
あ
っ
せ

時
ま
で
)
も
、
お
受
け
し
て
い

一
ん
申
込
書
を
、
見
積
書
、
納
税
証

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
く
一
明
書
(
コ
ピ
ー
可
)
と
一
緒
に
指
定

だ
さ
い
。

一
工
事
庖
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
指

一
定
工
事
庖
が
市
へ
代
行
申
請
し
ま
す
。

平成 3年 8月…一一一一……一一…一側関側関側関側側凶広報うあ、づ(7) 

「水洗化

手

続

き

③
審

査

市
で
は
、
工
事
内
容
に
あ
わ
せ
て
融
資

あ
っ
せ
ん
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
あ
っ
せ
ん
額
を
決
定
し
、
通
知
し

ま
す
。

④
借
入
申
し
込
み

申
込
者
は
、
市
の
あ
っ
せ
ん
決
定
通
知

に
基
づ
き
、
金
融
機
関
で
借
入
れ
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

利

子

補

借
入
利
率
の

4
%を
超
え
る
分
を
補
給

(
三
年
間
を
限
度
)

融
資
を
受
け
た
方
は
、
償
還
を
行
っ
た

翌
年
度
の

4
月
末
ま
で
に
、
利
子
補
給
金

交
付
申
請
書
(
市
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
)

を
、
市
下
水
道
課
へ
、
提
出
し
て
く
だ
さ

排
水
設
備
工
事
は

市
指
定
業
者
で

公
共
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
は
、
指

定
工
事
庖
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
広
報
6
月
号
で
指
定
工
事
屈
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
2
社
を
追

加
指
定
し
、
合
計
ぬ
杜
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
マ
ル
ヰ
(
株
)

g
n
|
0
6
5
8

魚
津
市
中
央
通
り

1
1
6
l
u

福
田
設
備

8
M
1
9
1
8
7

魚
津
市
青
島
1
0
7
3
1
1

す

8
月
9
日
(
金
)
M
M
l
s
a
a
意
塾

午
後

6
時
羽
分
r
}

ミ
ス
う
お
づ
市
内
パ
レ
ー
ド

(
サ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
北
電
前
i

道
下
農
協
村
木
支
庖
1
木
下
酒
庖
j
銀
座
通
り

1
新
宿
通
り

1
市
民
会
館
前
1

中
央
通
り

i
は
た
ち
前
)
〔
雨
天
中
止
〕

午
後

7
時
初
分

1

せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
街
流
し

(
A
コ
ー
ス
中
央
通
り
l

n
m
通
り
、

B
コ
ー
ス
銀
座
通
り

l
n
m
通
り
)
〔
雨
天
中
止
〕

午
後

9
時

i

盆
踊
り

(
幻
m
通
り
)
(
雨
天
中
止
〕

。
駐

車

場

-
ま
つ
り
期
間
中
は
、
次
の
臨
時
駐
車
場
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

7
日
1
9
日
西
部
中
学
校

・
魚
津
総
合
庁
舎

9
日
保
健
所

・
社
会
保
険
事
務
所

・
地
方
方
裁
判
所

※

8
日
は
、

埋
没
林
館
前
及
び
魚
津
港
付
近
は
駐
車
禁
止
で
す
。

せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
街
流
し
出
演
予
定
チ
l
ム

〈順
不
同
〉



魚
津
の
碑
め
ぐ
り
:
:
:
⑤

お

お

お

ー

と

し

ゅ

め

'

h

大
脅
主
馬
の
碑

大
音
主
馬
の
碑
は
、
国
道
8
号
圃
圃
園
闘
掴
聞
週
園
開
国

一
線

・
魚
津
警
察
署
か
ら
北
陸
自
動
圃
圃
園
田
咽量
刑
隔
週
目
唱
団

一
車
道
魚
津
イ
ン
タ
ー
に
至
る
ほ
ぽ
酬
幽
聞
週
限
臨

F
E阻

一
な
か
ほ
ど
市
内
を
見
下
す
高
台
に
醐
掴
重
要

正

二
建
っ
て
い
る
。
元
は
、
こ
の
地
(
本
蜘
m
h
醤
場
泊
醐

q
A

一
江
字
畑
田
)
の
丸
一
琢
の
上
に
建
つ
知
麟
踊
温
斗
三
一
if
川ハ〉

一
て
い
た
が
、
県
道
拡
幅
の
際
に
現

l
e
a関

与一

一
在
の
場
所
に
移
転
さ
れ
た
。

咽明

'

g

，l

…

主
馬
は
、
魚
津
初
代
町
奉
行

閥

l
i
J
v
li
A

一
初
代
越
中
郡
代
で
あ
り
、
魚
津
城
河
け

ト

j
弘

一
廃
城
後
の
寛
永
4
年
(
一
六
二
七
回
F

、

…
年
)
、
与
力
、
足
軽
な
ど

ω人
を

従

横

雲

一
尽

‘
一
都

一
え
て
赴
任
し
た
。
晩
年
、
魚
津
で
隠
保
初
年
(
一
七
三
五
年
)
に
建
立
さ
れ

一
居
療
養
し
、
寛
永
日
年

(
一
六
三
六
た
。
高
き
は

1
・
4
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

一
年
)
に
亡
く
な
っ
た
。

碑
面
に
は
、

，
大
音
に
聞
く
主
馬
ニ
そ
は

大
音
氏

故
遠
成
院
殿
享
安
日
全
大
居
士

真
主
馬
な
れ

厚
用
霊

一

外

の

主

馬

み

な

人

の

首

し

め

一
と
の
狂
歌
が
残
さ
れ
て
お
り
、
慈
悲

一
深
い
人
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ

一
る
。

(8) 広報うおづ

ホ2000年国体に向けて、朔く魚津山をスロー

カツに、第40回魚津市民体育大会が、 7月14

日に行われました。

前日まて"IIJtっていた雨のため、総合開会式

は、屋内の総合体育館に変更されましたが、

21種目 (20会場)全てに熱戦が繰り広げられま

した。

大会は、8月10日(-12日)から開催され

る策44回富山県民体育大会の予選も兼ねて

おり、中学 ・一般21種目 883人の代表選手

が決まりました。

、い戦い

…一一一一一一一側関側関側側一…一一蝉晶、平成 3年 8月

21種

「
む
し
ろ
日
曜
、
祝
日
が
忙
し
い

仕
事
。
だ
か
ら
、
今
ま
で
家
族
サ
ー

ビ
ス
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
辺
り
が
潮
時
か
な
と
思

い
退
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
U

と

裏
面
に
は
、

一
念
浄
心
開
党
場

朝
来
入
室
見
何
事

こ
の
碑
は
主
馬
の
百
年
忌
、
享

藤

木

幸

一
さ
ん

元
中
日
新
聞
社
魚
津
通
信
局
長

と
あ
り

高
懸
因
鏡
現
常
光

郁
郁
只
聞
功
徳
香

と
の
詩
が
あ
る
。



平成 3年 8月一一一一…一一一一…一一
に架け替え片貝橋、

広報うあ、づ(9) 

昭和62年度から総事業費 9億 8干 8百万円を

かけ進められていた県道沓掛魚津線(旧国道)の

片貝橋の架け替え工事が完成し、 7月6日に開

通式が行われました。

新しい橋は、長さ 185m、車道l隔7mと旧片良

橋より大きなものとなり 、また両側には 2.5m 

の歩道が新しく設けられました。毛勝山の稜線

を形取った高欄パネルをはめ込んだ防護棚や騰

の羽をデザインした照明灯が設置されるなど魅

力あふれる橋になっています ν

県道沓掛魚津線は、古くから社会、経済の動

脈としての役割りを果たしてきており、現在も

黒部市と魚津市を結ぶ県東部の幹線道路の一つ

です。

相祝両県是正時濁国

市内の全小中学校警株校とする、家庭地域とのふれ

あいの目、の 7月6日 道下小学校で「親子ウオーク

ラリー」が行われました。これは、冷地域の再発見と清

掃治 、い親子のふれあい、、をテーマとして同小学ヰ交の育成

会が企画したもので約200名が参加して行われました。

ゲームは、校下内に設けられた16か所のポイントを

全て回り戻ってくるというもので、その問、魚津市に

関する問題を解いたり 、空き缶を拾ったりしながら、

それらの得点合計を競います。

タイムによっては減点されることもあり、お父さん

やお母さんのスローペースに合わせて歩いていた子供

たちはゴールが近づくにつれ早足に変わっていきまし

た。約 7kmのコース、ゴール付近では疲れき った大人

たちの姿が……。

子供たちには地域の再発見、大人には体力の衰えを

再確認されられた日にな ったようです。

話
す
藤
木
さ
ん
は
、
中
日
新
聞
社
の

元
魚
津
通
信
局
長
。
今
年
6
月
末
で

同
新
聞
社
を
退
社
さ
れ
、
お
年
の
記

r
者
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

か
か
っ
ぱ
(
雨
具
)
姿
で
オ
ー
ト
バ
イ

に
ま
た
が

っ
た
新
聞
記
者
H

と
い
え

一
ば
、
知
る
人
も
多
い
は
ず
:・
。
昭
和

一
心
年
に
砺
波
市
か
ら
着
任
し
て
お
年
。

一
藤
木
さ
ん
に
と
っ
て
魚
津
市
が
最
長

一
の
生
活
地
。「
で
す
か
ら
魚
津
は
私
の

一
ふ
る
さ
と
も
同
然
」
と
も
・:
。

一

着
任
当
時
、

一
番
興
味
を
持

っ
た

一
の
が
ν
霊
気
楼
九

原
理
的
に
不
明
な

一
点
も
多
い
が
、
不
思
議
な
魅
力
の
あ

一
る
霊
気
楼
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
り

一
た
く
て
探
し
回

っ
た
末
に
見
つ
け
た

一
H

富
山
県
乃
曇
気
楼
(大
正
8
年
伏
木

一
測
候
所
刊
)。
を
熱
読
し
、
毎
日
の
よ

一
う
に
海
岸
へ
通
っ
た
と
い
う
こ
と
で

一
す
。

一
元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

一
山
崎
元
浩
く
ん

(
浩
二

・
美
幸
さ

一

ん
夫
妻
の
長
男
)
川
縁

一
平
成
元
年
6
月
8
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い
、
健
康
で
育

っ
て
、
不
ノ

「
そ
の
こ
ろ
は
霊
気
楼
が
何
年
も

出
て
な
く
て
・:
。
昭
和
U
年
4
月
比

日
、
約
日
年
ぶ
り
に
現
わ
れ
、
初
め

て
写
真
に
撮
る
こ
と
が
で
き
感
動
し

ま
し
た
」
。

人
生
第
二
幕
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ

た
藤
木
さ
ん
に
、
7
月
9
日
、
お
年

と
い
う
長
い
間
、
新
聞
を
通
し
て
市

勢
発
展
の
た
め
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
対
し
て
市
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

茅
野
明
日
香
ち
ゃ
ん

(
邦
彦

・
智

美
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
青
島

昭
和
臼
年
7
月
日
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の

一
言
》

明
る
く
、
や
さ
し
い
女
の
子
に
な

っ
て
ね
。



。。

育
て
ま
し
ょ
う

広報うおづ

や
さ
し
く

側一一一一一一一一一一一一平成3年 8月

思
い
や
り
の
あ
る
た

7
月
げ
日
(
水
)
、
吉
島
小
学
校
の
児
童
に
べ
コ
ニ
ア
の
花

町
鉢
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
魚
津
市
が
「
平
成

3
年
度
の
人
権
モ
デ
ル
地
区
」

に
指
定
さ
れ
た
の
を
機
に
、

H

魚
津
市
人
権
モ
デ
ル
地
区
推
進

協
議
会
・
魚
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・
法
務
局
魚
津
支
局

か
ら
、
「
人
権
花
の
運
動
」
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

岡
嶋
陪
学
校
長
は
、

「
夏
休
み
期
間
中
こ

の
花
を
家
族
の
方
と

い
っ
し
ょ
に
育
て
る

こ
と
を
通
し
て
、
人

権
の
大
切
さ
を
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、

や
さ
し
く
思
い
や
り

の
あ
る
心
を
も
っ
人

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
U

と
話
し
て
い
ま
す
。

9
月
に
は
、
み
ん

な
で
育
て
た
ベ
コ
ニ

ア
の
花
鉢
が
、
そ
の

心
の
広
が
り
を
願

っ

て
市
内
の
各
施
設
に

配
布
さ
れ
ま
す
。

「霊気機と魚津まつり・村まつり」写真コふテスト'91 
応
募
方
法

平
成
2
年
9
月
以
降
に

魚
津
市
内
で
撮
影
し
た
未

発
表
の
作
品
。

部
門
別

・
唇
気
楼
の
部

.
祭
り
の
部

作

品四
ツ
切
り
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト

(富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
庖

プ
リ
ン
ト
の
も
の
)。
入
賞
さ
れ
た
方
は
ネ
ガ
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

締

切

8
月
白
日
(
土
)
当
日
消
印
有
効

発

表

入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。

展

示応
募
作
品
は
、
魚
津
商
工
フ
ェ
ア
会
場
及
び
サ
ン
プ
ラ
ザ
な
ど

で
展
示
し
ま
す
。

賞
(
部
門
別
)

市
長
賞

市
議
会
議
長
賞

商
工
会
議
所
会
頭
賞

観
光
協
会
会
長
賞

入

選

間
合
先
・
応
募
先

①
最
寄
り
の
カ
メ
ラ
庖

②
魚
津
市
商
工
観
光
課

デ
ャ
レ
-J
・

あ
な
た
が

と
ら
え戸

ン

8
月
引
日

賞 1 225  
o 0 0 0 

口、

日日 o 0 0 0 
000  0 
o 0 0 0 
円円円円

5 1 1 1 1 
占 占 占占占

g
n
|
2
2
0
0
内
線
3
1
1

宮
津
霊
園
管
理
料

納
付
は

9
月
2
日
ま
で

8
月
日
日

・
日比日

・
日
日
の
三
日

間
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、

宮
津
霊
園
管
理
棟
(
現
地
)
で
管
理

料
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
墓
参
り
の
際
に
納
付
書
を
持
参

の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宮
津
霊
園
無
縁
塔
の

法
要

日

所時

8
月
日
日
(
火
)午
前
日
時

富
津
霊
園

場

可・u可・u可・u、~、且/・且ノ可且ノ司邑/司邑ノ可且

友
情
の
輸
を

広
げ
ま
す

-
鹿
児
島
・
熊
本
両
県
で

魚
津
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

圏
内
交
流
事
業

期

間

派
遣
団
員

8
月
比
日
(水
)i
日
日
(
月
)

団
員
附
名
、
指
導
者
却
名

-
魚
津
ラ
グ
ビ
ー
祭
り

日
時

8
月
日
日
(
木
)

午
前
8
時
初
分

1

場
所
魚
津
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容

・
市
内
少
年
団
交
流
試
合

.
市
内
社
会
人
チ
ー
ム
交
流
試



a-a'岨
湾

紙弘
明

湾

手
軽
に
で
き
る

自
然
保
護
運
動

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

平成 3年 8月一一一一一一一一一一一…

知
っ
て
お
き
た
い

ご
み
知
識

新
聞

・
雑
誌
な
ど
か
ら
回
収
さ
れ

た
古
紙

1
ト
ン
は
、
立
木
に
換
算
す

る
と
直
径

u
m
、
高
さ

8

m
の
立
木

約
加
本
分
に
相
当
し
ま
す
。

集
団
回
収
な
ど
に
協
力
し
ま
し
ょ

、「
ノ。

広報うあ、づ。1)

一
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
と

街
の
美
化
に
つ
な
が
り
ま
す

ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

-
本
の
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

で

ω
w
の
電
灯
に
し
て
日
時
間
以
上

の
電
力
が
節
約
に
な
り
ま
す
。

空
き
缶
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に

捨
て
る
か
持
ち
帰
り
、
廃
品
回
収
等

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

圃ー哩.. L&&&Q $(~‘同官町一-司畠S厚守『園田噛円四国国白世司自

第5回じゃんとこV魚津商工ワェア|

虫
展
申
込
み
受
付
中

8
月
別
固
ま
で

m月
四
日
(
土
)
)}

午
前
四
時

i
午
後

5
時

刊
月
四
日
(
日
ご

魚
津
市
総
合
体
育
館

4
2
 

期

申 テ即展 小会
~À ，売示
編 / 小小 間場
限 ト間間 料

233  
50 0  

000  
000  
000  
円円円

8
月
白
日
(
土
)

申
込
方
法
及
ぴ
申
込
先

魚
津
商
工
会
議
所
に
あ

る
所
定
の
申
込
書
に
記
入

の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ

1 委
包 |員魚
22 20会津

I I ---商
1 30魚工
2 ..__...津フ
0 市エ
0 上ア
へ村実

木行

[>雲仙岳噴火災害義援金として

市内銀行等からの窓口集計分 242，537円

魚津市から 300，000円

魚津市議会から 200，000円

市職員から 280，000円

b善意銀行へ

高橋政義 諏訪町 30，000円

林美樹雄 坪 野 30，000円

琴名流大正琴魚津教室 15，000円

宮川良輔 住 吉 50，000円

梅津修吉島 50，000円

溝口豊一 升 方 30，000円

宮津景一郎 本町二丁目 3，500円

江口雄太 本町二丁目 3，500円

石野茂雄新角川二丁目 50，000円

魚津第二保育園職員一同 3，600円

川上雅宏 川 縁 50，000円

浜岸浩一 諏訪町 50，000円

吉野 稔 大光寺 50，000円

(捕魚津清掃公社代表取締役広瀬敏雄

大光寺 300，000円

大光寺 30，000円

友道 100，000円

下村木町 50，000円

新角川二丁目 10，000円

立石 5，000円

吉 島 5，000円

宮野彬ー

上岸栄里子

栃沢 燕

友田道治

野村幸男

魚 津銀金

f・邑J可邑ノ司邑J司 L唱邑J司‘ノ可邑ノ司且ノ可邑

-
オ
ー
ル
ド
チ
ー
ム
交
流
試
合

中
小
企
業
の

皆
さ
ん
へ

設
備
近
代
化
資
金

融
資
の
受
付
開
始

申
込
期
間

8
月
1
日
(
事

l
m
日
(
名

申
込
書
提
出
先
市
商
工
観
光
課

問
い
合
せ
先
市
商
工
観
光
課
商
工

労
働
係
、
又
は
魚
津
商
工
会
議
所

(
E
n
-
-
2
0
0
)

へ。

ご利用ください

=電話情
・市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

・キャプテン ・サービス(テレビ画面

案内)市役所ロビー、水族館無料

休憩所

・求人テレホン ・サービス (魚津公共

職業安定所)男子(月 ~木)、女子

(金~土)

・税務テレ ホン ・サービス (税務相談

室富山分室) ftQ764-31-9222 

・健康テレホン ・サービス (県保険医

協会) ft0764-42-0003 

8月のテーマ

(月) 不眠症

(刈夏カゼと 子ども

制産婦人科と超音波検査

(村歯科矯正の知識

幽スポーツドリ ンク

(土・日) 女性とタバコ

報一



(12) 広報うおづ

一一
一
館

与

一一
書

1
叫

即
買
い

8月の日曜開館

11日・ 18日

翌日月曜日は休館です

一一一一一一…一一一一…、平成3年 8月

一
冊
の
興
奮

一
冊
の
感
動
:
・
⑤

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

影
灯

箆

芥

川

琉

璃

子

悲
し
み
の
ソ
ビ
エ
ト
大
石
芳
野

体
験
/
日
本
国
憲
法
大
久
保
賢
一

快
適
、
キ

ッ
チ
ン
加
選
ニ
ュ

l

ハ
ウ
ス

漢
字
文
化
を
考
え
る

山

本

七

平

国
際
化
の
ゆ
ら
ぎ
の
な
か
で

粉

川

哲

平

〈
文
学
・
小
説
〉

夢

ざ

め

の

坂

上

下

陳

舜

臣

乱
の
王
女
仰

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
燕
た
ち
五
木
寛
之

伯

休

感

傷

旅

行

江

田

滋

ゆ
i
わ

け

、

こ

わ

け

水

沢

周

遅
刻
し
て
き
た
幽
霊

赤

川

次

郎

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
上
下

M
・ク
ラ
イ
ト

〈
富
山
の
本
〉

目
で
見
る
越
中
真
宗
史
土
井
了
宗

女

た

ち

の

昭

和

沖

野

陪

一

編

読
み
や
あ
ら
く
も
ん富

山
真
酒
の
会
編

高
岡
銅
器
熱
き
心
の
系
譜

貸
し
出
し
は
、

問
で
無
料
で
す
。

北
日
本
新
聞
社
編

ひ
と
り

3
冊
2
週

資
料
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ

晒

屋

信

一

様

マ
鈴
木
克
比
己
様

マ
水

越

雄

彦

様

(
村
木
町
)

中
央
通
り
)

(富
山
市
)

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

女

8
月
日
日
(
木
)

交

8
月
日
日
(
金
)

う
ら
盆
の
た
め
臨
時
休
館
い
た

し
ま
す
。

ー
夏
休
み

l
ふ
る
さ
と

夏
休
み
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の

旅
行
プ
ラ
ン
を
お
持
ち
の
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

遠
く
の
見
知
ら
ぬ
土
地
も
い
い

で
し
ょ
う
が
、
魚
津
を
も
っ
と
よ

く
知
る
に
も
夏
休
み
は
い
い
チ
ャ

-
み
ん

お
し
ら
せ
・
・
」

6
日
(
火
)
映
画

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
物
語

日
日
(
火
)
工
作

ぬ
り
絵
で
あ
そ
ぼ
う

羽
田
(
火
)
映
画

ア
ン

パ
ン

マ
ン

忍
者
ハ

ッ
ト
リ
く
ん

幻
日
(
火
)
工
作

か
わ
り
絵
あ
そ
び

と

き

午

後

4
時
i

4
時
却
分

対

象

幼

児

j
小
学
生

(
お
金

・
材
料
は
い
り
ま
せ
ん
)

ね
て

ン
ス
。

越
中
最
大
の
山
城
と
言
わ
れ
る

松
倉
城
跡
。

魚
津
城
の
戦
い
で
、
上
杉
景
勝

が
陣
を
敷
い
た
天
神
山
城
跡
。

天
平
日
年
に
行
基
が
開
い
た
と

伝
え
ら
れ
る
小
川
山

千
光
寺
な
ど
、
歴
史

文
化
に
ふ
れ
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
散
策
は
い

か
が
で
す
か
。

図
書
館
に
は
、
郷

土
の
資
料
も
備
え
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市

民

会

館

催

物

公
明

μ
|
1
3
0
2
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|

|

|
8
月
の
行
事

|

|

|

紙
粘
土
工
作

6
日
(
火
)
午
前
日
時
か
ら

・
参
加
資
格
小
学
生

。
定

員

先

着

初

名

。
参

加

費

無

料

人
形
劇
団
「
プ

i
ク
」
公
演

お
日
(
水
)午
前
日
時
か
ら

公
演
及
び
講
習
会

一
部
人
形
劇
「フ
ラ
イ
パ
ン
じ
い
さ
ん
」

二
部
講
習
会
「
ス
カ
ー
フ
人
形
作
り
」

(ス
カ
ー
フ
、
又
は
ハ
ン
カ
チ
持
参
)

7
月
初
日
、
取
材
の
た
め
吉
島
小

学
校
を
訪
れ
る
と
、
玄
関
に
は
花
色

の
豊
富
な
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
花
色
が
鮮

や
か
な
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
の
花
鉢
な

ど
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す

ね
、
見
て
い
る
と
、
と
て
も
心
が
な

ご
み
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
共
に
、
四
季
折
々
の
話

題
を
通
し
て
広
報
を
育
て
て
み
た
い

も
の
で
す
。

(H
)

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
酸
性
雨
、
温

暖
化
、
熱
帯
雨
林
の
伐
採
な
ど
地
球

環
境
破
壊
の
問
題
が
叫
ば
れ
、
そ
の

対
策
な
ど
を
探
る
た
め
の
国
際
会
議

が
去
年
、
随
分
聞
か
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
:
・。

先
日
、
早
起
き
し
て
子
供
と
カ
ブ

ト
ム
シ
を
採
り
に
行
き
ま
し
た
。
「
ア

レ
?
ノ
去
年
あ
っ
た
木
が
な
い
ゾ
」

・:
辺
り
の
木
が
伐
採
さ
れ
て
き
れ
い

に
整
地
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も

自
然
環
境
破
壊
と
い
う
の
か
な
あ
?

(Y
)
 

印刷/魚津印刷株式会社

世帯数 14，349世帯

(前月対比)

(男)23 ，895 (+ 14 ) 

(女)25 ，885 (+ 24 ) 

計 49，780 (+ 38 ) 

編集/企画広報室

市の人口
( 7月1日現在)

人口


